
 

令和４年度第９回理事会議事概要 

 

日 時 ： 令和４年１２月２日（金）１６：３０～１７：００ 

場 所 ： 森林整備センターＡＢ会議室（川崎市） 

出席者 ： 浅野透理事長、森谷克彦理事、坪山良夫理事、今泉裕治理事、 

      志知雄一理事、鶴田敏也理事、鈴木直子監事、高橋正通監事、 

      大政康史総括審議役、中西誠総括審議役、吉永俊郎総括審議役、 

      畑茂樹審議役、小林功企画部長、小林重善総務部長 

 

Ⅰ－１．「コンプライアンス推進に向けた標語」について 

鶴田理事から本件の報告が行われた。 

   【意見・質問等】 

   ・標語の選定方法はどうしているのか。 

   →研究部門ではコンプライアンス委員の中で投票して決めている。職員全体に投

票してもらうなど、活動を盛り上げるための工夫が必要との意見も出ている。

なお、次回からは国立研究開発法人協議会の統一スローガン募集前に優秀標語

を決定し、優秀標語はそこに応募することを検討している。（大政総括審議

役） 

・保険部門では一次募集ではあまり集まらなかったので、声掛けののち二次募集

をしたところ（職員15名から）27点集まった。職場での意識付けは大事だと思

う。 

   ・個人からだけではなく、各職場で選んだ代表作で応募する方法もあると思う。

また、コンプライアンス推進に向けた取組を職場でどう実践するかが重要なの

で、標語だけではなく各職場での取組について発表してもらうとさらに盛り上

がると思う。 

   ・選ばれた標語は発表するだけではなく、ポスターにして貼り出すなどして、１

年を通して職員に意識付けをさせることが大事だと思う。 

   →国立研究開発法人協議会の統一スローガンに選ばれるとポスター化されるので、

インセンティブも働くと思う。（大政総括審議役） 

 

Ⅰ－２．役員給与規程の一部改正について 

小林総務部長から本件の報告が行われた。 

 

Ⅰ－３．職員の給与改定等について 

小林総務部長から本件の報告が行われた。 

 

Ⅰ－４．令和４年度特定母樹等普及促進会議の開催状況について 

    今泉理事から本件の報告が行われた。 

 


